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～穂波～
豊作の美しい景色
が　毎年続きます
ように

農業見聞 株式会社 若狭の恵
特集 「GOGO! ミルキーウェイ」
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県
内
で
は
20
軒
の
酪
農
家
が

生
乳
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
生
乳

生
産
量
は
全
国
で
下
か
ら
２
番
目

で
す
が
、
質
が
高
い
と
人
気
が

あ
り
ま
す
。
搾
り
た
て
の
生
乳
を

使
っ
た
生
産
者
の
取
り
組
み
や
地

域
へ
の
広
が
り
を
取
材
し
ま
し
た
。

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
集

「ジェラートは栄養たっぷり」と晶子さん

受賞した作品はプレミアムジェラート
として販売

「県内産の飼料は、質が良く安定して
います」と善幸さん。飼料の９割を県
内産のWCSやおからなどで賄う

　
「
新
鮮
な
生
乳
と
地
元
の
食

材
を
詰
め
込
ん
だ
ジ
ェ
ラ
ー
ト

で
、
み
な
さ
ん
を
笑
顔
に
し
た

い
で
す
」
と
晶
子
さ
ん
。
昨
年

３
月
に
開
か
れ
た
コ
ン
テ
ス

ト
「
ジ
ェ
ラ
ー
ト
日
本
選
手

権
・
真
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
誰

だ
！
」
で
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
「
深
い

り
ア
ー
モ
ン
ド
松
の
実
の
キ
ャ

ラ
メ
リ
ゼ
と
共
に
」
と
「
小
春

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
ベ
リ
ー
」
の
２

種
類
を
出
品
し
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
ラ
ー
ト
ト
リ
ノ
は
晶
子

さ
ん
の
父
、
善
幸
さ
ん
が
経
営

す
る
森
國
牧
場
（
福
井
市
西
下

野
町
）
の
直
営
店
で
す
。
里
芋

や
「
い
ち
ほ
ま
れ
」
な
ど
地
元

の
食
材
を
使
っ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジェラート  トリノ
喜ね舎店
福井市河増町 9-10-1
℡  （0776）54－3507
営  10：00～ 17：00
 木曜定休

　 ジェラート　トリノ
 　統括店長　森國　晶子 さん 　

平飼いの赤玉鶏卵や自然農法米も
生産している松本さん

牧草地を駆け回る牛。自由に草を食む

　
「
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
乳
は
濃
く
て
栄
養

価
が
高
い
で
す
」
と
松
本
さ
ん
。
34
年

間
、
無
農
薬
、
無
化
学
肥
料
の
牧
草
地

で
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
を
放
牧
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
ブ
リ
ー
牧
場
は
中
央
酪
農
会
議
の

酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
の
認
証
牧
場
。
こ

れ
ま
で
従
業
員
及
び
研
修
生
を
50
名
以

上
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
搾

り
と
バ
タ
ー
作
り
の
体
験
を
行
っ
て
い

ま
す
。（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
牧
場
で
は
お
茶
代
わ
り
の
「
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牛
乳
」
や
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
始

め
と
し
た
様
々
な
６
次
化
商
品
を
牧
場

の
直
営
店
「
み
る
く
茶
屋
」
で
販
売
し

て
い
ま
す
。

　 ラブリー牧場　
 　代表　松本　忠司 さん 　

ラブリー牧場　みるく茶屋
勝山市平泉寺町平泉寺85-26-1
（勝山城博物館駐車場内）
℡  （0779）88－5691
営  10：00～ 17：30
 11 ～ 3月は水曜定休 順位 都 道

府 県 実 数（ｔ） 全国生産量に
対する割合（%）

全国計 7,289,227 100
1 北海道 3,965,193 54.4
2 栃　木 330,600 4.5
3 熊　本 251,133 3.4

～

38 石　川 19,406 0.3
39 滋　賀 17,777 0.2

～

46 福　井 5,459 0.1
47 和歌山 5,120 0.1

生乳生産量「2018年牛乳乳製品統計調査」より
低温殺菌の
ジャージー牛乳

一番人気はラブリーコーン 牛乳ができるまで

ジャージー牛を放牧

ジェラート日本一

【牧　場】
生後 13～ 16 ヵ月の雌の乳用牛は人工授精で妊娠しま
す。妊娠期間は約 10ヵ月です。
　⬇
乳用牛は出産後約 10ヵ月間朝・夕搾乳されます。一頭
で約 30㎏／日の乳を出します。
　⬇　 　　

搾乳の様子　撮影協力：藤尾牧場（福井市）

専用のタンクローリーが牧場を回って生乳を集め、牛乳
工場に運びます。
　⬇　 　　

【牛乳工場】
検査の後、ホコリなどを除去
　⬇
脂肪球を細かく整える処理（ホモジナイズ）
　⬇
殺菌、充填、検査後出荷されます。

牛乳にはカルシウムなどのミネラルやビタミン
がバランスよく含まれています。牛乳は国産
100％で新鮮なものが安定供給されています。
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１
９
４
７
年
か
ら
続
い

て
い
る
田
嶋
牧
場
の
３
代

目
の
敏
さ
ん
。
56
頭
の
搾

乳
牛
を
飼
養
し
て
い
ま
す
。

　
生
産
す
る
生
乳
は
学
校

給
食
や
牧
場
近
く
の
直
営

店
で
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

知
人
の
紹
介
が
き
っ
か
け

で
、２
年
前
か
ら
ブ
ッ
ラ
ー

タ
専
門
工
房
Ｃ
ｈｅ
ｅ
Ｂｏ

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
育
成
乳
牛
の
飼
養
頭
数

を
増
や
し
、
一
頭
あ
た
り
の

レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
き
た

い
で
す
。
鮮
度
を
活
か
し

た
新
し
い
乳
製
品
も
手
掛

け
て
い
き
た
い
で
す
」
と

今
後
の
抱
負
を
話
し
ま
す
。

　
巾
着
状
の
モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー

ズ
の
中
に
、
生
ク
リ
ー
ム
と
ス
ト
リ

ン
グ
チ
ー
ズ
が
入
っ
た
「
ブ
ッ
ラ
ー

タ
」。
渡
邉
さ
ん
夫
妻
は
、
幻
の

チ
ー
ズ
と
も
言
わ
れ
る
ブ
ッ
ラ
ー

タ
を
１
年
間
毎
日
独
学
で
作
り
こ

み
、
２
０
１
７
年
に
日
本
で
唯
一
の

専
門
工
房
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
「
固
定
概
念
に
囚
わ
れ
ず
、
前

例
の
な
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
き
ま

し
た
。
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
今
で

は
国
外
の
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
か

ら
の
引
き
合
い
も
あ
り
ま
す
」
と

渡
邉
さ
ん
。

　
繊
細
な
チ
ー
ズ
は
ジ
ャ
パ
ン
ク

オ
リ
テ
ィ
の
自
信
作
で
す
。

「自家産の牧草や市内の豆腐店のおから
を牛に食べさせています」と敏さん

店では乳脂肪分などの情報もわかる

「若い人たちがメニューを考案してい
ます」と敏さんの母で店長の恵子さん

　 田嶋牧場
 　代表　田嶋　敏 さん 　

田嶋牧場のソフトクリーム
あわら市井江葭
（安養院浄苑敷地内）
℡  （0776）78－7778
営  10：00～ 17：00
 水曜定休

ブッラータ専門工房C
チー
hee B

ボ
o

福井市渕 4-1536
℡  （0776）34－2021※チーズは予約制
HP  Cheebo.shop-pro.jp 

「田嶋さんに出会った瞬間、田嶋牧場の生乳を 100％使いたいと
思いました」と渡邉さん夫妻

プレーンのブッラータ。
まずは塩こしょうとオリーブオイルをかけて
（写真提供 Chee bo）

　ブッラータ専門工房　Chee Bo
　代表　渡邉  晴弘 さん
　Cheese Artisan　Chako さん　

　
美
浜
町
山
上
で
34
頭
の
搾
乳
牛
を
飼
養
し

て
い
る
萱
森
さ
ん
。
大
学
卒
業
後
ラ
ブ
リ
ー

牧
場
に
就
職
し
、
前
経
営
者
の
石
丸
博
治
さ

ん
か
ら
事
業
を
継
承
し
て
４
年
目
で
す
。「
牛

の
表
情
で
調
子
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
良
い
牛
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
休
日
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
が
あ
り
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
生
産
す
る
生
乳
は
、
県
内
産
の
牛
乳
の
ほ

か
、「
せ
っ
ち
ゃ
ん
家
の
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
」（
美

浜
町
）
や
若
狭
の
手
作
り
チ
ー
ズ
工
房  

ラ・

ヴ
ェ
リ
タ
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を
繰
り
返

し
食
べ
る
こ
と
で
、
郷
土
愛
が
育
ま
れ
る
と

思
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
若
狭
の
手
作
り

チ
ー
ズ
工
房  

ラ
・
ヴ
ェ
リ
タ
代
表
の
杉
崎

由
浩
さ
ん
。
工
房
で
作
ら
れ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ

チ
ー
ズ
は
飲
食
店
や
酒
屋
へ
の
卸
販
売
の
ほ

か
、
ラ
ン
チ
や
デ
ィ
ナ
ー
で
も
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
地
元
の
第
一
次
産
業
を
異
業
種
同
士
が
結

束
し
て
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
一
番
大
切

な
も
の
は
家
族
や
地
域
の
人
。
新
鮮
な
食
材

は
健
康
の
源
で
す
か
ら
」
と
話
し
ま
す
。

「チーズとワインが好きです」と仔牛をあやす萱森さん。
牛にはお酒の搾り粕を食べさせている

搾りたての生乳があるからできること。
モッツァレラチーズとトマトの前菜

　若狭の手作りチーズ工房  ラ・ヴェリタ　  　萱森　健太 さん　 

若狭の手作りチーズ工房
ラ・ヴェリタ
小浜市小浜塩

しおがま
竃 35-1

℡  （0770）64－5778
 ランチ、ディナーは
 予約制
HP  Laverita.jp

店は看板が目印

酪農とフレッシュチーズ工房酪農とフレッシュチーズ工房

ミルクを楽し
モォ～!

福
井
う
め
ラ
テ

【
作
り
方
】 牛
乳
に
福
井
う
め

シ
ロ
ッ
プ
を
入
れ
る
。

コ
ー
ヒ
ー
風
味
牛
乳

【
作
り
方
】 牛
乳
に
コ
ー
ヒ
ー

牛
乳
の
素
（
粉
末
）
を
入
れ

て
大
麦
ス
ト
ロ
ー
で
混
ぜ
る
。

　
（
大
麦
ス
ト
ロ
ー
提
供
：

福
井
大
麦
倶
楽
部
）

タ
ピ
オ
カ
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー

【
作
り
方
】 ①
冷
凍
タ
ピ
オ
カ

を
戻
す
。
②
濃
縮
紅
茶
液
と

牛
乳
を
入
れ
る

福
井
う
め
ラ
テ

若
狭
支
所
長
一
押
し
！

第
３
次
ブ
ー
ム

な
つ
か
し
い

簡単レシピ
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今
年
か
ら
新
た
に
始
ま
っ
た
収

入
保
険
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
１
月
か
ら
の
収
入
保

険
開
始
に
向
け
た
加
入
手
続
き
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
や
、
制

度
内
容
を
知
り
た
い
方
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

収
入
保
険
の

　
　
ポ
イ
ン
ト

◆
収
入
保
険
と
は
？

　

保
険
期
間
に
生
産
・
販
売
す
る

農
作
物
の
販
売
収
入
全
体
を
補
償

す
る
保
険
で
す
。

◆
補
償
の
対
象
者

　
青
色
申
告
を
行
う
農
業
者
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
白
色
申

告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
は
、
令

和
２
年
度
か
ら
の
青
色
申
告
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

◆
幅
広
い
補
償

　
収
入
減
少
と
な
る
、
ほ
ぼ
全
て
の

要
因
が
補
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
収
穫
量
の
減
少

・
市
場
価
格
の
下
落

・
災
害
で
作
付
不
能

・
病
気
ケ
ガ
で
収
穫
不
能

・
倉
庫
の
浸
水
被
害

・
取
引
の
失
敗

・
盗
難
や
運
搬
中
の
事
故

・
為
替
変
動
に
よ
る
損
害　
な
ど

加
入
者
の
声
を
紹
介
し
ま
す

　
経
営
で
一
番
大
事
な
も
の
は
人
材
で
す
。

私
た
ち
の
組
織
に
と
っ
て
人
員
不
足
は
致
命

的
で
す
。

　
収
入
保
険
は
自
然
災
害
や
価
格
の
低
下
だ

け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
な
ど
の
リ
ス
ク
に
も

対
応
し
て
い
る
の
で
安
心
感
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
今
後
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
も
取
り
組
み

な
が
ら
、
将
来
に
向
け
て
若
手
に
事
業
を
継

承
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の

経
営
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
収
入
を
安
定
さ

せ
る
手
段
は
重
要
で
す
。

　

経
営
の
柱
は
水
稲
で
す
。
近
年
、
異
常
気

象
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
一
番
の
経
営
リ
ス

ク
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
気
象
状
況
の
影
響
で
、
収
入

が
平
年
の
２
割
減
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ナ
ラ
シ
対
策
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
が
、

地
域
の
作
況
指
数
と
合
わ
ず
、
支
払
い
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

収
入
保
険
は
、
地
域
で
は
な
く
個
々
の
経

営
体
に
合
わ
せ
た
保
険
な
の
で
良
い
と
思
い

ま
す
。

　
野
菜
の
場
合
、
自
然
災
害
や
病
虫
害
で
全

滅
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
就
農
し
て
６
年

目
で
す
が
、
何
度
か
大
き
な
被
害
を
経
験
し

た
の
で
、
収
入
保
険
の
よ
う
な
仕
組
み
を
探

し
て
い
ま
し
た
。

　
自
分
が
頑
張
れ
ば
補
償
が
上
が
り
、
支
払

い
が
な
け
れ
ば
保
険
料
が
下
が
る
と
こ
ろ
が

い
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
土
地
を
借
り
て
規
模
拡
大
し
た
い

と
考
え
た
場
合
も
、
収
入
保
険
に
加
入
し
て

い
る
と
心
強
い
で
す
ね
。

　

米
の
供
給
が
多
い
と
価
格
が
下
が
る
た
め

需
給
バ
ラ
ン
ス
を
注
視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

麦
な
ど
の
転
作
作
物
は
大
雨
な
ど
異
常
気
象

の
影
響
を
受
け
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

経
営
を
維
持
し
て
い
く
中
で
、
こ
れ
ら
に
対

す
る
補
償
が
重
要
で
す
。　

　

収
入
保
険
の
保
険
料
、
積
立
金
の
合
計
と

共
済
掛
金
と
ナ
ラ
シ
の
積
立
金
の
合
計
を
比

べ
る
と
、
収
入
保
険
の
方
が
安
い
の
で
、
加

入
し
や
す
く
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

有
限
会
社
ア
グ
リ
エ
ー
ス　
代
表
取
締
役　

鷲
田
　
耕
三 

さ
ん
（
鯖
江
市
石
田
上
町
）

▼
水
稲
の
大
規
模
栽
培
を
行
う

有
限
会
社　
藤
本
農
園　
代
表
取
締
役　

藤
本
　
武
士 

さ
ん
（
若
狭
町
南
前
川
）

▼
水
稲
、
麦
の
栽
培
に
加
え
、
米
粉
パ
ン
の
製
造
も
行
う

東
　
俊
太
朗 

さ
ん
（
福
井
市
小
羽
町
）

▼
レ
タ
ス
、
オ
ク
ラ
、
大
豆
等
を
栽
培
す
る
園
芸
農
家

農
事
組
合
法
人  

イ
ー
ノ
な
か
の
は
ま
１
０
０  

代
表
理
事  

林
　
清
一
郎 

さ
ん（
あ
わ
ら
市
中
浜
）

▼
水
稲
、
麦
、
大
豆
、
ソ
バ
の
栽
培
を
行
う

◆
対
象
と
な
る
品
目
は
？

　

簡
易
な
加
工
品
を
含
む
、
米
、

畑
作
物
、
野
菜
な
ど
ほ
と
ん
ど
の

農
産
物
を
カ
バ
ー
し
ま
す
。

※ 

肉
用
牛
、
肉
用
子
牛
、
肉
豚
、

鶏
卵
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

農
業
共
済
・
ナ
ラ
シ
対
策･

野

菜
価
格
安
定
制
度
等
と
の
重
複

加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
補
償
の
内
容
は
？

●
  

農
業
者
ご
と
に
、
保
険
期
間
の

収
入
が
基
準
収
入
の
９
割
を
下

回
っ
た
場
合
に
、
下
回
っ
た
額

の
９
割
を
補
て
ん
し
ま
す
。

●
 

補
て
ん
は
「
掛
捨
て
の
保
険
方

式
」
と
「
掛
捨
て
と
な
ら
な
い

積
立
方
式
」
の
組
合
せ
で
補
償

し
ま
す
。

●
 

保
険
料
と
事
務
費
は
50
％
、
積

立
金
は
75
％
の
国
庫
補
助
が
あ

り
ま
す
。

●
 

保
険
料
率
は
１・
０
８
％
で
す

◆ 

ど
れ
く
ら
い

　
　
補
償
さ
れ
る
の
？

　
基
準
収
入
が
１
０
０
０
万
円
の

場
合
、
販
売
金
額
が
９
０
０
万
円

を
下
回
っ
た
場
合
に
補
償
が
始
ま

り
ま
す
。

●

販
売
金
額
が
８
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
と
な
っ
た
場
合

　
　
　
　
　

☜

　
　
補
て
ん
金
…
…
…
90
万
円

●

販
売
金
額
が
７
０
０
万
円

　
　
　
　
　

☜

　
　
補
て
ん
金
…
１
８
０
万
円

●

販
売
金
額
が
５
０
０
万
円

　
　
　
　
　

☜

　
　
補
て
ん
金
…
３
６
０
万
円

（お知らせ）
　令和２年１月より、掛捨て
となる保険料を安くできる新
たなタイプが誕生します。
　加入しやすくなった収入保
険については、次ページをご
覧ください。
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令和２年１月からの収入保険に

掛金の安いタイプができました。
　過去に著しい収入減少を経験したこと（例えば半減した）が無く、掛金の負担を
抑えたいと感じていた農業者の皆さまにお知らせします！

　新たに、掛金の安いタイプができました！
　発動基準は変えずに、受け取る保険金の額を小さくする（下限を設定する）ことで、

保険料が最大４割安くなります。

（例）基準収入 1,000 万円で新規加入の場合

基本のタイプ
● 保険期間の農業収入が 900万円を下回った
場合に、収入がゼロになっても補償する
タイプ。
　※補償が充実した基本のタイプです！

保険料
（掛け捨て）

積立金
（掛け捨てでない）

7.8万円 22.5万円

自己責任部分
積立方式

保険方式

0%

80%
90%
100%

補償する
部分

基準収入の
90％以下の
全ての部分

新しいタイプ①
● 保険期間の農業収入が 900万円を下回った
場合に、収入が 500 万円になるまでの
収入減少（５割減）を補償するタイプ。

保険料
（掛け捨て）

積立金
（掛け捨てでない）

7.0万円 22.5万円

自己責任部分
積立方式

保険方式

不補償部分

0%

50%

80%
90%
100%

補償する
部分

基準収入の
90％～50％
の部分

保険料が約１割安い！

新しいタイプ②
● 保険期間の農業収入が 900万円を下回った
場合に、収入が 700 万円になるまでの
収入減少（３割減）を補償するタイプ。

保険料
（掛け捨て）

積立金
（掛け捨てでない）

4.4万円 22.5万円

自己責任部分
積立方式
保険方式

不補償部分

0%

70%
80%
90%
100%

補償する
部分

基準収入の
90％～70％
の部分

保険料が約４割安い！

麦
共
済
加
入
申
込
書
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
？

麦
共
済
に
加
入
す
る
方
は
、
速
や
か
に
加
入
申
込
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し
！！

　
近
年
、
播
種
期
に
雨
が
続
い
た
こ
と

で
、大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
安
定
し
た
農
業
経
営
の
た
め
に
、
麦

共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

100

150

200

250

300

350

H26 H27 H28 H29 H30

250 258
242 248

145

310

273
293

276

156

－大麦
－小麦

＜統計単収の推移＞kg

麦の生産におすすめの加入方式・特約
収
穫
量
の
減
収
と
品
質
低
下
を
補
償

　
す
べ
て
の
気
象
災
害
と
火
災・病
虫
害・

鳥
獣
害
な
ど
に
よ
る
収
穫
量
の
減
収
の
ほ

か
、
品
質
低
下
に
よ
る
生
産
金
額
の
減
少

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

共
済
金
の
支
払
い
は
…

　
当
年
の
生
産
金
額
が
基
準
生
産
金
額
の

９
割
に
満
た
な
い
場
合
に
お
支
払
い
し
ま

す
。

局
地
的
な
被
害
も
補
填

　
一
筆
方
式
以
外
の
方
式
は
、
農
家
単
位

で
被
害
の
判
定
を
行
う
た
め
、
一
部
の
圃

場
に
大
き
な
被
害
が
あ
っ
て
も
支
払
対
象

と
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
約
を

申
し
込
む
こ
と
で
、
収
量
が
半
作
以
下
の

圃
場
に
つ
い
て
は
、
５
割
の
減
収
と
し
て

評
価
を
行
い
、
補
償
さ
れ
な
い
３
割
を
除

い
た
２
割
部
分
を
補
償
し
ま
す
。

災
害
収
入
共
済
方
式

一
筆
半
損
特
約

播種期の湿害により生育が阻害された麦
（鯖江市）

補償されない
減収量
30％

一筆半損
共済減収量
20％

耕地の収穫量
50％
（半作）

減
収
量

基
準
収
穫
量

【
10
ａ
当
た
り
掛
金
の
目
安
】

特
約
有
：
１
、４
７
４
円

特
約
無
：
１
、４
２
１
円

掛
金
の
差
額
は
10
ａ
当
た
り
約
50
円
と
わ
ず
か

と
な
り
ま
す
。

特
約
の
付
加
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

「収入保険」への移行をお考えの皆さまへ
　令和２年から新たに収入保険に加入する場合は、まず麦共済へご加入ください。
　収入保険の保険期間は令和２年１月１日からです。（個人・事業年度が１月１日からの場合）それ
までに発生した被害は、麦共済に加入していれば収入保険で補てんされます。
　収入保険に移行した場合は、麦共済の掛金は全額返還されます。
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園
芸
施
設
共
済
掛
金
の
割
引
措
置
を
導
入

　
　
　
　加
入
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

　
近
年
、
頻
発
す
る
豪
雨
や
台
風
な
ど

の
自
然
災
害
に
よ
っ
て
、
農
業
用
ハ
ウ

ス
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
園
芸
施
設
共
済
は
集
団
加
入
等
に

よ
る
掛
金
等
の
割
引
措
置
の
導
入
で
、

よ
り
加
入
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
所
属
す
る
生
産
部
会

等
で
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

１
集
団
加
入
に
よ
る
共
済
掛
金
の
割
引

　
　
⇒
掛
金
の
５
％
を
割
引

【
要
件
】

⑴ 

園
芸
施
設
共
済
の
加
入
資
格
者
が
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
団

体
（
生
産
部
会
等
）
で
構
成
員
が
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
す

る
旨
を
取
り
決
め
、
一
斉
加
入
受
付
の
実
施
及
び
特
定
園
芸

施
設
の
補
強
・
保
守
管
理
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
と
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
。

⑵ 

生
産
部
会
や
地
域
の
団
体
で
、
構
成
員
の
園
芸
施
設
共
済
の

加
入
割
合
が
一
斉
加
入
受
付
前
よ
り
増
加
し
、
加
入
割
合
が

８
割
を
超
え
た
場
合
。

２
一
斉
加
入
受
付
に
よ
る
賦
課
金
の
割
引

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
１
の
⑴
の
協
定
を
締
結
し
た
団
体
の
一
斉
加

入
受
付
に
よ
る
共
済
加
入
者
の
賦
課
金
を
割
引
し
ま
す
。

⑴
10
人
以
上
の
構
成
員
の
場
合

　
　
⇒
賦
課
金
の
20
％
を
割
引

⑵
５
人
以
上
10
人
未
満
の
構
成
員
の
場
合

　
　
⇒
賦
課
金
の
10
％
を
割
引

掛
金
等
割
引
例

Ａ
さ
ん　
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
５
棟

　
　
　
　
（
１
０
０
万
円
／
棟
）

　
　
　
　

 

１（
集
団
加
入
）の
要
件
を
満

た
し
た
15
名
の
団
体
で
加
入
し

た
場
合

掛　金 賦課金 合　計
個人加入の場合 50,000 円 10,000 円 60,000 円

集団加入した場合
掛　金　△ 5％
賦課金　△20％

47,500 円 8,000 円 55,500 円

さらに
20万円の小損害不填補
を選択した場合
掛　金　△52.5％
賦課金　△20％　

23,750 円 8,000 円 31,750 円

【
集
団
加
入
に
つ
い
て
】

Ｑ 

ど
ん
な
団
体
が
対
象
に
な
る
の
？

Ａ 
 

施
設
園
芸
農
業
者
が
構
成
員
と
な
っ
て
い

る
団
体
で
す
。
協
定
単
位
に
制
限
は
無
い
の

で
生
産
部
会
や
集
落
単
位
も
対
象
で
す
。

Ｑ 
 

既
に
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
て
い
る
農

業
者
も
対
象
と
な
る
の
？

Ａ 
 

団
体
の
構
成
員
で
あ
れ
ば
対
象
と
な
り
ま

す
。

 

Ｑ 
 

加
入
割
合
の
判
断
方
法
は
？

Ａ 
 

部
会
等
の
す
べ
て
の
構
成
員
で
は
な
く
、
施

設
園
芸
農
業
者
の
総
数
と
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、
生
産
部
会
に
所
属
し
て
い
て
も
ハ
ウ
ス

を
お
持
ち
で
な
い
方
や
、
民
間
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
は
加
入
割
合
の
算
出
に
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

Ｑ 
 

掛
金
は
集
団
単
位
で
ま
と
め
て
納
入
す
る

の
？

Ａ 
 

従
来
ど
お
り
加
入
者
ご
と
に
納
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
補
償
範
囲
の
選
択
に
つ
い
て
】

Ｑ 
 

小
損
害
不
填
補
で
20
万
円
を
選
択
し
た
場

合
、
支
払
対
象
と
な
る
被
害
額
は
20
万
円
を

差
し
引
く
の
？

Ａ 
 

共
済
金
の
支
払
対
象
と
な
る
被
害
額
か
ら

差
し
引
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
被
害
額
が

20
万
円
以
下
で
あ
っ
た
場
合
は
支
払
対
象

外
で
す
。

お得に
加入しよう！

掛
金
が
安
く

な
り
ま
す
！！

４
補
償
範
囲
の
選
択
に
よ
る
割
引

　
小
損
害
不
填
補
の
選
択
に
よ
り
、
一
定
の
金
額
以
下
の
被
害

を
支
払
対
象
外
と
す
る
こ
と
で
掛
金
の
負
担
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

① 

３
万
円
（
共
済
価
額
の
20
分
の
1
に
相
当
す
る
金
額
が
３
万

円
に
満
た
な
い
と
き
は
相
当
す
る
金
額
）

②
10
万
円 

⇒
掛
金
の
30
％
を
割
引

③
20
万
円 

⇒
掛
金
の
50
％
を
割
引

④
50
万
円
（
新
設
） 

⇒
掛
金
の
70
％
を
割
引

⑤
１
０
０
万
円
（
新
設
） 

⇒
掛
金
の
95
％
を
割
引

※ 

④
⑤
は
共
済
価
額
が
当
該
金
額
を
超
え
る
施
設
の
み
選
択
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

掛
金
を
抑
え
て
大
き
な
災
害
に
備
え
た
い
方
に
は

３
骨
材
が
太
い
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
割
引

　
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
う
ち
、
骨
格
の
主
要
部
分
が
31
・
８
㎜
以

上
の
径
の
パ
イ
プ
に
よ
り
造
ら
れ
て
い
る
施
設
の
共
済
掛
金
を

割
引
し
ま
す
。 

⇒
掛
金
の
15
％
を
割
引

さ
ら
に
！
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台風前の６月と降雪前の 11月は「災害に強い施設園芸づくり月間」です。
園芸施設共済、収入保険の加入と併せて台風や積雪による被害防止対策を行いましょう。
ほなみ 58号に引き続き、パイプハウスの強化対策をご紹介します。

【
目　
的
】

　
ア
ー
チ
パ
イ
プ
の
変
形
を
防
止
し
、
耐
雪
強

度
を
ア
ッ
プ
す
る
。

【
設
置
上
の
注
意
】

　
軒
か
ら
棟
の
高
さ
を
ｆ
と
す
る
と
、
軒
か
ら

１
／
４
の
位
置
に
取
り
付
け
る
。

【
設
置
効
果
】

　
タ
イ
バ
ー
を
ア
ー
チ
パ
イ
プ
に
取
り
付
け
た

場
合
、
取
り
付
け
て
い
な
い
ハ
ウ
ス
と
比
較
し

て
、
風
へ
の
耐
力
は
６
％
、
雪
へ
の
耐
力
は

43
％
程
度
ア
ッ
プ
し
ま
す
。（
４
ス
パ
ン
に
１

か
所
設
置
し
た
場
合
）

【
目　
的
】

　
ア
ー
チ
パ
イ
プ
の
変
形
を
防
止
し
、
耐
雪
強

度
を
タ
イ
バ
ー
よ
り
更
に
ア
ッ
プ
す
る
。

【
設
置
上
の
注
意
】

　
軒
か
ら
棟
の
高
さ
を
ｆ
と
す
る
と
、
棟
か
ら

１
／
４
の
位
置
と
軒
を
結
ぶ
よ
う
に
斜
材
で
Ｘ

型
に
取
り
付
け
る
。

【
設
置
効
果
】

　
Ｘ
型
の
斜
材
を
ア
ー
チ
パ
イ
プ
に
取
り
付
け

た
場
合
、
取
り
付
け
て
い
な
い
ハ
ウ
ス
と
比
較

し
て
、
風
へ
の
耐
力
は
９
％
、
雪
へ
の
耐
力
は

65
％
程
度
ア
ッ
プ
し
ま
す
。（
4
ス
パ
ン
に
１

か
所
設
置
し
た
場
合
）

タ
イ
バ
ー
に
よ
る
補
強

斜
材
で
Ｘ
型
に
よ
る
補
強

f 1/4

タイバーの取り付け
（1/4 の高さが効果高い）

▲タイバーによる肩部の補強事例

f 1/4

斜材で、X型に補強
（上から 1/4 の高さが効果高い）

▲X型の斜材による肩部の補強事例

引
用
：  「
生
産
者
が
自
分
で
で
き
る
補
強
資
材
等
に
よ
る

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
構
造
強
化
対
策
」
よ
り

災害に強い施設園芸づくりに取り組む
加入者の声

村
上　
真
也 

さ
ん

（
坂
井
市
三
国
町
米
納
津
）

　

三
里
浜
砂
丘
地
の
園
芸
施
設

で
メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
、
コ
カ
ブ
、

露
地
で
は
ダ
イ
コ
ン
な
ど
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

　

24
年
前
に
竜
巻
の
被
害
に

遭
っ
て
以
来
ず
っ
と
園
芸
施
設

共
済
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
幾
度
も
自
然
災
害
を
経

験
し
て
い
る
の
で
園
芸
施
設
共

済
の
加
入
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

防
風
ネ
ッ
ト
を
建
て
て
強
風

に
備
え
る
ほ
か
、
大
雪
へ
の
備

え
も
行
い
大
切
な
ハ
ウ
ス
を

守
っ
て
い
き
ま
す
。

災害に強い施設園芸づくり
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
は
火
災

共
済
と
総
合
共
済
の
2
種
類
が
あ
り

ま
す
が
、
自
然
災
害
に
よ
る
事
故
は

総
合
共
済
で
の
み
補
償
さ
れ
ま
す
。

総
合
共
済

●
対
象
事
故
は
？

　
火
災
や
落
雷
な
ど
の
火
災
共
済
対
象
事
故
に
加
え
て
、

風
水
害
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
も
対
象
で
す
。

●
加
入
で
き
る
金
額
は
？

　
１
棟
あ
た
り
４
、０
０
０
万
円
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

●
掛
金
は
？

　
木
造
住
宅
１
、０
０
０
万
円
加

入
の
場
合
年
間
２
６
、７
０
０
円

で
す
。（
耐
火
造
の
場
合
は
さ
ら

に
安
く
な
り
ま
す
。）

農
機
具
共
済
に
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
農
作
業
に
は
欠
か
せ
な
い
農
業
機
械
。
性
能
の
向
上
や
大

型
化
に
伴
い
、高
価
に
な
る
農
業
機
械
は
大
き
な
財
産
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
農
業
機
械
が
災
害
や
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
補

償
す
る
の
が
農
機
具
共
済
で
す
。

建
物
共
済
自
然
災
害
に
備
え
て

総
合
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

農
機
具
共
済

　
農
機
具
は
全
て
共
済
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
以
前
、

ソ
バ
の
刈
り
取
り
中
に
コ
ン
バ
イ
ン
が
転
覆
し
、
全
損

に
な
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
速
や
か
に
共
済
金
の
支

払
い
が
あ
り
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
共
済
と
刈
り

取
り
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
仲
間
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

農
事
組
合
法
人 

大
川
あ
ぐ
り 

専
務
理
事  

大
川  

勝
利 

さ
ん

（
坂
井
市
丸
岡
町
四
ツ
柳
）

加入者の声

自
動
継
続
特
約
の
申
し
込
み
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
自
動
継
続
特
約
を
お
申
込
み
い
た
だ
く

と
、
翌
年
か
ら
９
年
間
の
加
入
申
込
み
手

続
き
が
不
要
に
な
り
ま
す
。（
掛
金
は
１

年
ご
と
に
納
入
い
た
だ
き
ま
す
。）

　
毎
年
の
更
新
に
係
る
手
間
や
万
が
一
の

加
入
も
れ
の
リ
ス
ク
が
無
く
な
り
ま
す
。

自
動
継
続
期
間
中
で
も
契
約
内
容
は

変
更
で
き
ま
す

　
自
動
継
続
期
間
中
は
、
契
約
内
容
を
確

認
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎
年
、
案
内
の
ハ

ガ
キ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
内
容
を
変
更
し
た
い
場
合
は
、
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
変
更
で
き
ま
す
。

総
合
共
済
が

お
す
す
め
で
す
！！

これで備えは
万全だ！



　
７
〜
８
月
に
か
け
て
県
内
32
ヵ
所
で
共

済
連
絡
員
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
農
業

共
済
の
お
知
ら
せ
や
、
収
入
保
険
、
改
正

園
芸
施
設
共
済
に
つ
い
て
説
明
し
、
組
合

員
の
皆
さ
ま
へ
周
知
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
し
た
。

【
水
稲
共
済
関
係
】

Ｑ  

収
穫
期
前
に
シ
カ
の
被
害
が
あ
り
ま
す
が
、
評
価
は

ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ   

被
害
を
確
認
し
た
時
点
で
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
被
害
状
況
を
確
認
し
ま
す
。

 
 

ま
た
、
収
穫
期
に
圃
場
ご
と
に
２
割
以
上
の
減
収
が

見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
被
害
申
告
野
帳
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
損
害
評
価
を
行
い
ま
す
。

【
園
芸
施
設
共
済
関
係
】

Ｑ 

園
芸
施
設
共
済
は
全
棟
加
入
で
す
か
？

Ａ   

全
棟
加
入
で
す
。
た
だ
し
耐
用
年
数
の
２・
５
倍
を

経
過
し
た
ハ
ウ
ス
は
、
除
外
し
て
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

Ｑ   

改
正
で
変
わ
っ
た
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ  

加
入
で
き
る
面
積
を
１
㌃
以
上
に
引
き
下
げ
ま
し

た
。
ま
た
、
掛
金
の
割
引
を
導
入
し
ま
し
た
。

 

（
10
ペ
ー
ジ
参
照
）

【
農
機
具
共
済
関
係
】

Ｑ  

借
り
て
い
る
農
機
具
は
加
入
で
き
ま
す
か
？

Ａ  

所
有
又
は
管
理
し
て
い
る
農
機
具
に
つ
い
て
加
入
で

き
ま
す
。

【
損
害
防
止
事
業
関
係
】

Ｑ  

有
害
獣
捕
獲
檻
の
貸
し
出
し
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ   

檻
の
貸
し
出
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
鳥

獣
害
対
策
事
業
は
、
市
町
が
認
定
し
た
集
落
の
事
業

に
対
し
て
、
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

会
議
の
説
明
内
容

【
農
業
共
済
　
引
受
関
係
】

水
稲

・  

細
目
書
の
確
認
と
掛
金
納
付
書
の

配
布
を
依
頼

 
 

自
動
継
続
特
約
、
出
荷
販
売
調

査
の
と
り
ま
と
め
を
依
頼

そ
ば
・
麦
・
建
物
・
農
機
具

・  
加
入
申
し
込
み
の
と
り
ま
と
め
を

依
頼

【
農
業
共
済
　
被
害
申
告
関
係
】

水
稲
・
大
豆
・
そ
ば

・  

損
害
評
価
の
流
れ
と
被
害
申
告
方

法
を
説
明

【
損
害
防
止
事
業
】

・ 

鳥
獣
害
対
策
事
業
の
助
成
を
説
明

【
農
業
保
険
の
お
す
す
め
】

・  

改
正
園
芸
施
設
共
済
と
収
入
保
険

の
セ
ッ
ト
加
入

夏季
共
済
連
絡
員
会
議
開
催
と
り
ま
と
め
と

周
知
を
お
願
い
し
ま
し
た

Q
A
＆

主
な
質
問
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

共
済
連
絡
員
会
議
（
大
野
市
）
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集金業務に関するお知らせとお願い
　NOSAI では、日頃よりコンプライアンスの徹底と運営の健全化・効率化に取り組んで

おります。

　つきましては、現金の取扱いについて、防犯・安全確保の対策及び手続きの利便性向上

を図る観点から、これまで行っておりました訪問による集金業務を令和４年より原則廃止
させていただくことになりました。

　このため、共済掛金については、口座振替やコンビニまたはNOSAI 窓口での納入をお

願いすることになります。

　組合員の皆さまには大変ご不便をおかけしますが、何卒ご理解

とご協力を賜りますようお願いします。

　今後は、組合員の皆さまへの訪問活動を通して、お役に立てる

情報提供やご相談をお受けすることで、質の高いサービスを提供

できるよう取り組んで参ります。

今後は３つの納入方法からお選びください
　集金扱いの掛金につきましては、順次更改の手続き時に、口座振替手続き等のご案
内をさせていただきます。

１口座振替をご利用ください
　指定口座を事前に登録いただくことで、口座振替による掛金の納入ができます。

【お手続き方法】
　①口座振替依頼書に口座情報を記入し、金融機関のお届け印を押印ください。
　②指定金融機関の窓口又は、NOSAI へご提出ください。

２コンビニでも納入できます
　専用の納入用紙を使いコンビニエンスストアで掛金を納入することもできます。
　希望される場合はNOSAI までご連絡ください。

３NOSAI へ直接、持参していただくこともできます
　NOSAI 本所、支所、連絡所に掛金を持参いただくこと
もできます。
　なお、連絡所に持参いただく場合は、職員が不在の場
合がありますので、事前にご連絡ください。



農業
見聞
農業
見聞

特
栽「
ひ
ま
わ
り
米
」の
ブ
ラ
ン
ド
化

　
「
ひ
と
夏
で
８
万
人
が
ひ
ま
わ
り
を
見
に

訪
れ
ま
す
。
地
域
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
好
循
環
を
生
ん
で
い
ま
す
」
と
前
野
さ
ん
。

ひ
ま
わ
り
を
緑
肥
と
し
た
「
ひ
ま
わ
り
米
」 

と
「
花
の
里
宮
川
」
を
地
区
の
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
育
て
て
い
ま
す
。

　
５
㌶
で
作
付
け
す
る
一
〇
〇
万
本
の
ひ
ま

わ
り
は
、
栽
培
区
域
ご
と
に
播
種
時
期
を
分

け
て
い
る
た
め
、
７
月
末
か
ら
８
月
中
旬
ご

ろ
ま
で
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
８
月
上
旬
に
開

催
さ
れ
る
「
ひ
ま
わ
り
祭
」
で
は
に
ぎ
や
か

花の里宮川のひまわり。秋にはソバとコスモスが見頃を迎える

な
催
し
が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
５
年
の
当
初
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
入
所
者
ら
に
花
を
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
始
め
た
事
で
し
た
が
、
後
々
緑
肥
に

な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
種
の
入
手
や

草
刈
り
な
ど
の
管
理
は
宮
川
地
区
の
公
益
部

門
（
一
社
）
宮
川
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
担
い
、
地
域
の
多
面
的
機
能
支
払
い
交
付

金
事
業
と
連
携
。
営
利
部
門
の
若
狭
の
恵
が

次
年
に
あ
き
さ
か
り
を
作
付
し
「
ひ
ま
わ
り

米
」
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
化
学
肥
料
不
使
用
、
減
農
薬
の
「
ひ
ま
わ
り

米
」
は
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が

増
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
ひ
ま
わ
り
の
開
花

時
期
に
併
せ
て
直
売
を
強
化
す
る
計
画
で
す
。

地
元
フ
ァ
ー
ス
ト
の
フ
ァ
ン
作
り

　
「
環
境
や
健
康
に
配
慮
し
た
米
作
り
へ
の

ニ
ー
ズ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
生
産
か
ら
販
売

ま
で
一
貫
し
た
管
理
で
、
安
全
・
安
心
を
売

り
に
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
地
元
、
そ
れ
か

ら
関
西
へ
販
路
を
広
げ
て
い
ま
す
」
と
前
野

さ
ん
。

　
生
産
す
る
米
は
、
地
元
小
浜
市
の
学
校

給
食
や
病
院
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
初
は
卸
売

が
多
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
で
は
個
人

や
組
織
へ
の
直
販
が
半
数
以
上
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
が
集
結

　
今
年
か
ら
81
㌶
の
圃
場
で
デ
ー
タ
を
フ

ル
活
用
し
た
未
来
型
大
規
模
水
田
作
モ
デ

ル
の
実
証
に
取
り
組
み
、農
研
機
構
の「
ス

マ
ー
ト
農
業
加
速
化
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
田
植
機
の
土
壌
分
析
と
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
生
育
診
断
は
同
じ
よ
う
な
結
果
で
し
た
。

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
施
肥
で
、
効
率
的
に

収
穫
量
を
増
や
せ
そ
う
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　
デ
ー
タ
は
経
営
・
栽
培
管
理
シ
ス
テ
ム

ア
グ
リ
ノ
ー
ト（
ウ
ォ
ー
タ
ー
セ
ル（
株
））

人気№１のひまわり米。
3㎏、5㎏入りが売れ筋

圃場の状況を説明する前野さん。
5mメッシュで確認できる

食味収量測定機能付自動運転普通（汎用）
コンバインによる稲刈りの実演会が開かれた

ミディトマト越のルビー
は 10月から 6月にかけ
計40㌧を収穫する

新名物トマトカレー店内では農産物も販売

収
入
保
険
で
安
心
経
営

―
加
入
の
声
―

「 

経
営
の
一
番
の
リ
ス
ク
は
台
風
な
ど

の
自
然
災
害
で
す
。
生
産
す
る
農
産

物
全
て
の
販
売
収
入
が
補
償
さ
れ
る

と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
」

株式会社  若狭の恵
小浜市加茂 2-4-1
℡  （0770）57－2020

ひまわりキッチン
小浜市府中 15-8
℡  （0770）52－0408
営  11：00～ 21：00
 火曜定休

“これからも、豊かな地域でありたい”
そんな想いをかたちに
株式会社　若狭の恵
代表取締役　前野　恭慶 さん

株式会社　若狭の恵
　中山間地にあたる小浜市宮川地区で2015年に設立さ
れたメガファーム。集積面積は約160㌶。特別栽培米約
100㌶のほか大麦、大豆、ソバ、露地野菜、2017年か
ら大規模園芸施設50㌃でミディトマトを栽培。今年はス
マート農業に取り組むほか、レストランをオープン。役員
6名、従業員12名、パート11名、若手社員が活躍中。

で
、
異
な
る
農
機
メ
ー
カ
ー
の
情
報
を
ま

と
め
て
管
理
し
て
い
ま
す
。
平
均
収
量
２

割
増
、
作
業
時
間
４
割
、
生
産
コ
ス
ト
２

割
減
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

赤
と
白
　
お
い
し
い
加
工
品

　

 「
素
材
が
良
い
の
で
、
加
工
品
も
人
気
が

あ
り
ま
す
」
と
前
野
さ
ん
。
加
工
品
に
は

農
薬
、
化
学
肥
料
不
使
用
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

を
使
用
し
た
「
め
ぐ
み
の
あ
ま
ざ
け
」、
米

粉
「
め
ぐ
粉
」
の
ほ
か
、
越
の
ル
ビ
ー
の
み

（
水
不
使
用
）
で
作
る
「
め
ぐ
み
で
ぃ
ト
マ

ト
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
」
が
あ
り
ま
す
。
現

在
は
加
工
場
を
借
り
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
地
区
内
に
加
工
場
を
持
つ
計
画
で
す
。

ト
マ
ト
好
き
は「
ひ
ま
わ
り
キ
ッ
チ
ン
」へ

　

今
年
か
ら
小
浜
市
内
で
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ひ
ま
わ
り
キ
ッ
チ
ン
」
の
経
営
を
始
め

た
同
社
。
ひ
ま
わ
り
米
や
越
の
ル
ビ
ー
を

使
っ
た
洋
食
が
看
板
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。「
ト

マ
ト
好
き
に
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
考
案
し

た
「
ト
マ
ト
カ
レ
ー
」
は
数
量
限
定
で
提

供
し
て
い
ま
す
。
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豚
コ
レ
ラ
対
策
を
続
け
て
い
ま
す
福
井
県
農
林
水
産
部

中
山
間
農
業
・
畜
産
課

● 

柵
の
設
置
や
畜
舎
の
改
修
を
支
援
し

て
い
ま
す

　
昨
年
９
月
に
岐
阜
県
で
発
生
し
た
豚

コ
レ
ラ
は
拡
大
を
続
け
、
残
念
な
が
ら

県
内
で
も
７
月
、
８
月
に
農
場
で
の
感

染
が
確
認
さ
れ
、
７
府
県
で
13
万
頭
以

上
の
豚
が
殺
処
分
さ
れ
る
事
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
８
月
末
現
在
）

　
豚
コ
レ
ラ
が
拡
大
し
て
い
る
原
因
の

一
つ
と
し
て
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
が
地
域

を
越
え
て
豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
を
運
ぶ

こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
養
豚
場
に
お
い
て
は
、
野

生
イ
ノ
シ
シ
が
運
ん
で
く
る
豚
コ
レ
ラ

ウ
イ
ル
ス
を
豚
舎
に
侵
入
さ
せ
な
い
よ

う
に
、
様
々
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

野
生
イ
ノ
シ
シ
や
ほ
か
の
野
生
動
物
の

敷
地
内
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
畜
舎

に
防
鳥
ネ
ッ
ト
を
張
り
、
隙
間
を
ふ
さ

ぐ
な
ど
の
施
設
改
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
野
生
イ
ノ
シ
シ
に
豚
コ
レ
ラ
へ

の
免
疫
を
付
け
、
野
外
で
の
ウ
イ
ル
ス

の
伝
播
を
弱
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
野

生
イ
ノ
シ
シ
用
の
豚
コ
レ
ラ
経
口
ワ
ク

チ
ン
の
散
布
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
養
豚
農
家

の
皆
さ
ん
も
普
段

以
上
に
消
毒
な
ど

日
頃
の
管
理
に
気

を
遣
っ
て
対
策
し

て
い
ま
す
。
県
内
で
の
発
生
を
防
げ
ず
、

非
常
に
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

以
上
の
発
生
が
無
い
よ
う
、
支
援
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

●
豚
コ
レ
ラ
は
人
に
は
う
つ
り
ま
せ
ん

　
豚
コ
レ
ラ
は
、
豚
と
イ
ノ
シ
シ
の
み

が
感
染
す
る
病
気
で
す
。
豚
コ
レ
ラ
に

感
染
し
た
豚
の
肉
が
市
場
に
流
通
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
仮
に
、
豚
コ

レ
ラ
に
感
染
し
た
豚
肉
を
食
べ
て
も
人

体
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
お
願
い

　
豚
コ
レ
ラ
ウ
イ
ル
ス
は
ど
こ
に
潜
ん

で
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
養
豚
場
へ

の
立
ち
入
り
は
、
厳
に
慎
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（第3種郵便物認可） ２０１９年（令和元年）５月２９日 ２０１９年５月４週号 12総 合北 陸

☎076（461）5333

☎076（239）3111

☎0778（53）2701

農
機
具
共
済

備
え
て
安
心

自家産ブラックベリーのジャム・ジュース

堀 千鶴子さん 富山県南砺市

７
歳

２
歳

山や
ま

崎ざ
き

力り

輝き

く
ん

大だ
い

輝き

く
ん

石
川
県

能
美
市

㉖

市
いち

川
かわ

貴
たか

浩
ひろ

さん
福井県若狭町・31歳

　【福井支局】就農して４
年目です。２年間の研修と
１年間の実務を経て、今年
独立しました。
　物作りが好きで、自分の
作ったもので人に喜んでも
らえる職業をと考え、農業
を選びました。手を掛けた
だけ良い作物になるところ
に、やりがいを感じます。
休日も農業関係のイベント
や講習会などを巡り、見聞
を広めています。
　今年は水稲を190㌃作付
けします。将来的には野菜
も手掛けていきたいと思っ
ています。　　（山本啓）

　
【
富
山
支
局
】
「
６
次
産
業
化

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
自
分
の
作
っ
た

物
を
全
部
利
用
で
き
る
と
こ
ろ
で

す
ね
」
と
話
す
の
は
、
南
砺
市
桐

木
の
堀
フ
ァ
ー
ム
代
表
・
堀
千
鶴

子
さ
ん（
65
）。
自
家
栽
培
の
ブ
ラ

ッ
ク
ベ
リ
ー
で
ジ
ャ
ム
と
ジ
ュ
ー

ス
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
。

　
ジ
ャ
ム
は
千
鶴
子
さ
ん
の
手
作

り
。
加
工
品
の
品
目
を
増
や
す
こ

と
に
も
意
欲
的
で
、
搾
っ
た
原
材

料
の
瓶
詰
め
を
業
者
に
依
頼
し
、

ジ
ュ
ー
ス
の
販
売
も
行
う
。
年
間

で
ジ
ャ
ム
を
２
千
個
、
ジ
ュ
ー
ス

３
０
０
本
を
製
造
・
販
売
す
る
。

　
会
社
を
退
職
し
た
10
年
前
か

ら
、
夫
の
吉
男
さ
ん（
68
）と
ブ
ラ

ッ
ク
ベ
リ
ー
「
ナ
バ
ホ
」
な
ど
の

６
品
種
を
約
２
５
０
本
、
面
積
10

㌃
で
栽
培
。
当
初
は
野
菜
の
栽
培

も
考
え
た
が
、
親
戚
が
栽
培
し
て

い
た
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
に
挑
戦
し

た
。
「
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
は
梅
雨

に
弱
く
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
面

も
あ
り
ま
す
が
、
人
と
は
違
っ
た

も
の
を
栽
培
す
る
の
が
楽
し
い
で

す
」と
吉
男
さ
ん
。

　
加
工
目
的
で
栽
培
し
て
い
た
た

め
生
で
は
出
荷
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
県
外
へ
の
視
察
で
需
要
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
き
、
生
で
の
出
荷

も
始
め
た
。
「
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー

は
傷
み
や
す
く
日
持
ち
し
な
い
の

で
、
出
荷
の
時
は
気
を
付
け
て
い

ま
す
」
と
話
す
。
苦
労
も
あ
る

が
、
顧
客
か
ら
の
評
判
は
上
々
だ

と
い
う
。

　
「
６
次
化
は
最
初
か
ら
無
理
を

せ
ず
身
の
丈
に
合
っ
た
こ
と
か
ら

始
め
、
品
目
を
絞
っ
て
そ
の
道
を

極
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
」
と
コ

ツ
を
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
井
）

　
【
福
井
支
局
】
大
野
市
蓑み

の

道み
ち

の
村む

ら

上か
み

誠せ
い

二じ

さ
ん（
67
）は
、
鉄

に
ブ
レ
ン
ド
し
た
ス
パ
イ
ス
を

入
れ
た
玄
米
粉
３
種
類
を
開
発

し
販
売
を
始
め
た
。

　
玄
米
粉
の
原
料
は
、
有
機
肥

料
１
０
０
％
、
減
農
薬
で
栽
培

し
て
い
る
特
別
栽
培
米
コ
シ
ヒ

カ
リ
を
使
用
し
、
安
全
・
安
心

で
栄
養
価
が
高
い
。
ま
た
、
米

は
土
蔵
で
保
管
し
て
お
り
、
土

蔵
で
保
管
さ
れ
た
米
は
、
新
米

と
味
が
変
わ
ら
な
い
と
い
う
。

試
食
会
で
ア
ピ
ー
ル

　
利
枝
さ
ん
は
販
売
促
進
と
玄

米
粉
の
お
い
し
い
食
べ
方
、
使

い
方
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
積

極
的
に
試
食
会
を
行
っ
て
い

る
。
販
売
当
初
は
、
料
理
教
室

で
紹
介
し
て
い
た
が
、
料
理
を

し
な
い
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
、
現
在
は
玄
米
粉
を

取
り
扱
っ
て
い
る
店
舗
や
イ
ベ

ン
ト
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。

　
購
入
者
か
ら
は
、
利
枝
さ
ん

の
玄
米
粉
で
作
っ
た
ケ
ー
キ
は

次
の
日
も
硬
く
な
ら
ず
お
い
し

い
と
評
判
だ
と
い
う
。
調
味
粉

を
購
入
し
た
30
代
の
女
性
は

「
試
食
し
た
お
肉
は
時
間
が
た

０
１
５
年
に
県
の
６
次
産
業
化

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
た

利
枝
さ
ん
は
、
翌
年
「
栄
養
価

の
高
い
玄
米
を
手
軽
に
飽
き
ず

に
食
べ
て
ほ
し
い
」
と
玄
米
そ

の
も
の
の
味
を
楽
し
む
プ
レ
ー

ン
に
加
え
、
利
枝
さ
ん
が
独
自

　
廣
茂
さ
ん
が
作
る
米
を
使
っ

て
、
何
か
で
き
な
い
か
と
、
２

　
【
富
山
支
局
】
射
水
市
塚
原

地
区
で
、
花
作
り
に
取
り
組
ん

で
10
年
に
な
る
東と

う

保ぼ

力つ
と
む

さ
ん

（
69
）。
現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
い
み
ず

花
い
っ
ぱ
い
セ
ン
タ
ー
理
事

長
、
い
み
ず
野
農
協
花
き
部
会

長
、
県
花
き
生
産
者
協
議
会
キ

ク
部
会
長
を
兼
務
す
る
。

　
市
議
会
議
員
を
24
年
間
務
め

た
後
、
初
め
て
花
の
栽
培
に
着

手
し
た
。
「
地
元
に
斎
場
が
あ

工
所
勤
務
で
得
ら
れ
た
技
術
と

所
属
す
る
猟
友
会
で
の
経
験
を

生
か
し
、
イ
ノ
シ
シ
用
の
捕
獲

檻お
り

を
自
作
し
て
い
る
。
「
少
し

で
も
安
く
良
い
物
を
」
と
既
製

品
の
７
割
ほ
ど
の
価
格
で
提
供

し
て
い
る
。

　
村
上
さ
ん
が
製
作
す
る
捕
獲

檻
は
片
扉
（
落
と
し
扉
）
の
吊つ

り
餌
式
で
、
高
さ
１
㍍
、
幅
１

㍍
、
奥
行
き
２
㍍
で
随
所
に
工

夫
が
あ
る
。

る
た
め
弔
い
花
を
作
れ
な
い

か
、
地
産
地
消
で
花
い
っ
ぱ
い

運
動
を
し
た
い
、
と
い
う
思
い

で
取
り
組
ん
だ
」
と
花
き
栽
培

に
至
っ
た
き
っ
か
け
を
話
す
。

　
現
在
、
ハ
ウ
ス
２
棟
と
露
地

の
約
20
㌃
で
、
小
ギ
ク
と
ス
ト

ッ
ク
を
栽
培
。
小
ギ
ク
は
６
月

か
ら
12
月
咲
き
、
ス
ト
ッ
ク
は

11
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
咲
き

を
栽
培
し
て
い
る
。
メ
イ
ン

　
ま
ず
、
吊
り
餌
の
ワ
イ
ヤ
を

捕
獲
檻
の
奥
へ
配
置
。
イ
ノ
シ

シ
を
奥
ま
で
誘
引
す
る
こ
と
が

で
き
、
捕
獲
率
が
向
上
し
た
。

ま
た
、
落
と
し
扉
を
支
え
る
左

右
の
フ
レ
ー
ム
を
伸
長
。
扉
を

上
げ
き
っ
た
状
態
で
も
フ
レ
ー

ム
が
支
え
、
扉
と
フ
レ
ー
ム
が

は
、
小
ギ
ク
の
７
、
８
月
咲

き
。
全
て
切
り
花
に
し
、
株
式

会
社
富
山
中
央
花
き
園
芸
、
丸

果
株
式
会
社
、
い
み
ず
野
農
協

菜
っ
ち
ゃ
ん
へ
出
荷
す
る
。

　
「
ダ
ニ
が
発
生
し
て
出
荷
で

き
な
か
っ
た
こ
と
や
、
お
盆
が

過
ぎ
て
も
ま
だ
た
く
さ
ん
花
が

咲
い
て
い
た
の
で
、
パ
ー
ト
を

頼
ん
で
出
荷
し
た
が
値
段
が
付

か
ず
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
を

話
す
。

　
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
「
射

水
市
の
斎
場
が
新
た
に
建
設
さ

れ
る
が
、
そ
の
周
辺
を
花
い
っ

ぱ
い
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
小
ギ
ク
の
７
、
８
月
咲
き

を
中
心
に
契
約
栽
培
す
れ
ば
、

地
域
の
人
の
雇
用
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
」
と
笑
顔
で
話
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
伯
）

他
の
地
区
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

き
て
い
る
と
い
う
。

　
「
依
頼
が
あ
れ
ば
今
後
も
製

作
し
て
、
獣
害
対
策
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
嶋
）

　
▽
村
上
さ
ん
方
＝
☎
０
７
７

９
（
６ 

７
）
１
２
９
８

　【
石
川
支
局
】
将
来
は「
サ

ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
」

と
話
す
兄
の
力
輝
く
ん
。
サ

ッ
カ
ー
を
す
る
兄
を
い
つ
も

追
い
か
け
て
い
る
弟
の
大
輝

く
ん
。
２
人
は
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
る
こ

と
が
大
好
き
。

　
「
お
互
い
を
思
い
や
り
、

元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
両
親
は
話
す
。（
森
）

　
【
石
川
支
局
】「
も
っ
と
米
食
を
増
や
し
、
お
米
を
手
軽
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す

西に
し

藏く
ら

利き
く

枝え

さ
ん（
47
）は
、
２
０
１
６
年
か
ら
夫
の
廣ひ

ろ

茂し
げ

さ
ん
（
株
式
会
社
西に

し

の
藏く

ら

米ま
い

代
表
・
52

歳
、
白
山
市
八
田
町
、
水
稲
４
㌶
）
が
作
っ
た
特
別
栽
培
米
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
を
「
玄
米
粉
」

に
し
て
販
売
。
県
内
外
の
自
然
食
品
の
店
を
中
心
に
販
売
し
、
好
評
を
得
て
い
る
。

逃
走
防
止
用
の
ス
ト
ッ
パ

ー
が
つ
い
た
シ
ャ
ッ
タ
ー

「
地
域
の
獣
害
対
策
の
助
け
に

な
れ
ば
」
と
村
上
さ
ん

▲
「
石
臼
挽び

き
で
超
微
粒
子
に

仕
上
げ
た
玄
米
粉
は
、
肉
や
魚

の
下
ご
し
ら
え
か
ら
お
菓
子
作

り
な
ど
幅
広
く
お
使
い
い
た
だ

け
ま
す
」
と
利
枝
さ
ん
。
手
に

し
て
い
る
玄
米
粉
（
プ
レ
ー

ン
）
は
２
４
０
㌘
４
５
０
円

（
税
別
）

体の中から美しく
自家産特栽コシの「玄米粉」を製造・販売

▶
玄
米
粉
（
左
か
ら
、
ジ

ン
ジ
ャ
ー
、
ス
パ
イ
シ

ー
、
イ
タ
リ
ア
ン
）
各
40

㌘
３
０
０
円
（
税
別
）

▶
試
食
を
す
る
顧
客
に
説

明
を
す
る
利
枝
さ
ん
㊨

㈱
西
の
藏
米
　
西
藏
利
枝
さ
ん
　
石
川
県
白
山
市

試
食
会
開
き
魅
力
ア
ピ
ー
ル

 

米
の
消
費
拡
大
に
貢
献
し
た
い

ジ
ャ
ム
と
ジ
ュ
ー

ス
。
主
に
道
の
駅

な
ど
４
店
舗
と
昨

年
末
か
ら
は
ホ
テ

ル
の
売
店
に
も
出

荷
し
て
い
る

「保存料等を一切使わず、
無添加をポリシーに作って
います」と話す千鶴子さん 

堀ファーム代表

露地に植えた苗を前に東保さん

花いっぱいの
町づくりを先導
東保 力さん　射水市

っ
て
い
る
の
に
柔
ら
か
く
び
っ

く
り
し
た
。
時
間
が
無
い
と
き

で
も
、
自
宅
で
本
格
的
な
味
付

け
が
で
き
る
と
こ
ろ
も
魅
力
」

と
話
す
。

　
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
も
し
て

い
る
利
枝
さ
ん
は
、
顧
客
の
肌

の
状
態
が
日
頃
食
べ
て
い
る
物

に
関
係
し
て
い
る
こ
と
に
気
付

き
、
食
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

た
と
い
う
。
「
今
後
、
パ
ン
ケ

ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
や
お
好
み
焼
き

粉
、
米
粉
麺
な
ど
、
手
軽
に
作

っ
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
を
商
品
化
し
、
体
の
内
側
も

外
側
も
美
し
く
な
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
利
枝
さ
ん
は
話
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
田
）

　
▽
販
売
先
や
レ
シ
ピ
な
ど
を

紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
、
「
西
の
藏

米
　
白
山
市
」
で
検
索

ず
れ
る
こ
と
な
く
ス
ム

ー
ズ
な
落
下
を
可
能
と

し
た
。

　
さ
ら
に
、
檻
本
体
を

構
成
す
る
ワ
イ
ヤ
メ
ッ

シ
ュ
の
目
を
、
前
・
後

面
と
側
面
は
10
㌢
、
上

面
・
底
面
を
15
㌢
と
し
、

既
製
品
よ
り
重
量
を
２

割
軽
量
化
し
て
、
持
ち

運
び
の
負
担
を
減
ら
し

た
。

　
一
昨
年
、
蓑
道
地
区

に
設
置
し
た
２
台
の
捕

獲
檻
で
18
頭
の
イ
ノ
シ

シ
を
捕
獲
し
た
実
績
が

あ
り
、
評
判
を
聞
い
た

イノシシ用捕獲檻自作
随所に工夫
安価で提供

村上 誠二さん　大野市2019年5月4週号より

問い合わせ
ランキング

福井

ど
ん
な
新
聞
？

　
「
農
家
に
学
び
農
家
に
返
す
」
を

創
刊
以
来
の
編
集
方
針
と
し
て
発
行

し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
事
業
、

農
政
、
営
農
技
術
や
資
材
活
用
、
暮

ら
し
、
農
産
物
物
流
な
ど
幅
広
い
分

野
を
網
羅
し
た
紙
面
を
通
じ
て
、
営

農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

人
気
の
記
事
は
？

　
虫
に
つ
い
て
の
連
載
「
虫
目
で
見

つ
け
た
！
」
や
全
国・北
陸
の
ニ
ュ
ー

ス
が
人
気
で
す
。

毎
週
水
曜
発
行
、年
間
購
読
料
は
送
料
込

の
４
、６
８
０
円
！

購
読
の
お
申
し
込
み
は
企
画
グ
ル
ー
プ
へ

℡（
０
７
７
８
）53

－２
７
０
１

農
業
共
済
新
聞

水
曜
日
の
楽
し
み
は

10 

月● 

令
和
元
年
産　
麦
共
済
金
支
払
い

● 

う
め　
共
済
金
支
払
い

● 

大
豆
・
か
き
損
害
評
価

● 

そ
ば
損
害
評
価

11 

月● 

越
前
お
お
の
新
そ
ば
ま
つ
り

 

（
大
野
市
：
16
日
、
17
日
）

● 

収
入
保
険　
加
入
申
請
期
限（
30
日
）※

12 

月● 

収
入
保
険　
保
険
料
、積
立
金
等
納
入
※

● 

水
稲
・
な
し
共
済
金
支
払
い

※
事
業
年
度
開
始
が
１
月
１
日
の
場
合

表

紙

紹

介

ラ
ブ
リ
ー
牧
場  

代
表  

松
本 

忠
司 

さ
ん（
勝
山
市
）

　
４
月
〜
10
月
の
間
、
８
㌶
の
牧
草
地
で
20
頭
の

牛
を
放
牧
し
て
い
ま
す
。
朝
、
搾
乳
の
後
、
牛
舎

か
ら
牧
草
地
ま
で
牛
た
ち
は
歩
い
て
行
き
、
帰
り

の
時
間
に
な
る
と
出
口
で
待
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
は
放
牧
に
向
い
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
放
牧
や
生
乳
を
使
っ
た
６
次

産
業
化
が
各
地
で
増
え
て
い
く
と
い
い
と
思
い

ま
す
」
と
松
本
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
連
日
、
猛
暑
の
中
の
取
材
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ひ
ま
わ
り
畑
で
は
虫
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に
暑
さ
を
忘
れ

ま
し
た
。
脱
水
を
知
ら
せ
る
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
な
ど
も

あ
る
よ
う
な
の
で
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
今
号
か
ら
「
ほ
な
み
」
の
構
成
を
変
え
ま
し
た
。
興
味

の
あ
る
題
材
が
あ
れ
ば
お
し
え
て
く
だ
さ
い
。 

（
廣
木
）

乳搾りと
バター作り体験
放牧期間中、
10名以上予約制で開催。
1,500 円／ 1名

ラブリー牧場
勝山市平泉寺町小矢谷 28-6

℡（0779）87－0047
※予約は７日以上前に

今

後

の

予

定

結の故郷

越前おおの新そばまつり
11/16土・17日
 9：00～16：00（17日は15：00）
 会場/大野市役所駐車場

そ
ば
処

ほ
な
み
出
店
し
ま
す

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
が
こ
だ
わ
り

の
手
打
ち
そ
ば
を
販
売
し
ま
す
。

大
根
の
旨
味
と
そ
ば
の
風
味
を

存
分
に
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

 

そ
ば
処「
ほ
な
み
」

　
　
　
　

三
つ
の
こ
だ
わ
り

一  

大
野
産
玄
そ
ば
使
用
し
て
い
ま

す
。

二  

玄
そ
ば
を
挽
割
り
し
た
後
、伝
統

あ
る
石
臼
で
ゆ
っ
く
り
と
製
粉
し

て
い
ま
す
。

三  

大
根
の
汁
を
使
っ
た
特
製
だ
し

が
、
そ
ば
の
香
り
を
引
立
て
ま
す
。

お得な前売券　３杯 1,250 円
前売券のお問い合わせ先  大野市役所 産経建設部農業林業振興課 農業振興グループ ℡（0779）66-1111（内線1907）

1819
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ロ
ウ
ヤ
ガ
キ
と
斑
入
り
姫
セ
キ
シ
ョ
ウ

の
寄
せ
植
え

　
器
の
中
で
景
色
を
作
る
盆
景
に
近
い
ス
タ

イ
ル
。

　
土
を
盛
り
、
丘
の
よ
う
に
表
現
。
ロ
ウ
ヤ

ガ
キ
の
枝
葉
の
部
分
と
足
元
に
茂
る
斑
入
姫

セ
キ
シ
ョ
ウ
が
対
に
な
り
、
空
間
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
っ
て
い
る
。

　
寄
せ
植
え
の
際
は
、
日
当
た
り
を
好
む
な

ど
、
同
じ
よ
う
な
環
境
で
育
つ
も
の
を
合
わ

せ
る
と
良
い
。

取
材
協
力
　
み
く
に
園

福井県農業共済組合

＜ご意見・お問い合わせはこちらから＞

＜ facebook　NOSAI 福井＞

イイね！ シェア
お願いします。

福井


